
　

瀬
戸
団
長
の
あ
い
さ
つ
に

つ
づ
き
、
山
中
智
子
幹
事
長

が
市
政
を
め
ぐ
る
情
勢
や
２

０
１
９
年
度
当
初
予
算
案
の

内
容
や
問
題
点
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

住
民
投
票
実
施

絶
対
許
さ
な
い

　

山
中
氏
は
、
大
阪
市
を
廃

止
・
分
割
す
る
「
大
阪
都
」

構
想
の
住
民
投
票
実
施
を
め

ぐ
り
、
松
井
一
郎
知
事
が
公

明
党
と
の
「
密
約
」
を
暴
露

し
、「
出
直
し
ダ
ブ
ル
選
」

ま
で
持
ち
出
す
中
、
制
度
設

計
を
議
論
す
る
法
定
協
が
紛

糾
し
て
き
た
経
過
を
詳
し
く

説
明
し
ま
し
た
。「
都
」
構

想
は
２
０
１
５
年
の
住
民
投

票
で
否
決
さ
れ
て
決
着
済
み

だ
が
、
再
設
置
さ
れ
た
法
定

教
育
つ
ぶ
し
や

何
で
も
民
営
化

　

維
新
が
進
め
て
き
た
「
何

で
も
民
営
化
・
統
廃
合
」
の

問
題
で
は
、
４
月
か
ら
大
阪

市
立
大
学
と
府
立
大
学
の
法

人
が
統
合
さ
れ
、
博
物
館
施

設
が
す
べ
て
独
立
行
政
法
人

化
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
報

告
。「
大
阪
メ
ト
ロ
」
が
、

の
基
盤
整
備
に
57
億
７
３
０

０
万
円
、
カ
ジ
ノ
誘
致
に
１

億
６
３
０
０
万
円
を
計
上
し

て
お
り
、
カ
ジ
ノ
誘
致
に
つ

い
て
の
府
市
の
基
本
協
定
で

は
、
法
律
上
の
申
請
主
体
は

府
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
ま

し
た
。

　

安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り

と
災
害
復
旧
に
つ
い
て
は
、

台
風
21
号
で
被
害
を
受
け
た

樹
木
や
公
園
施
設
は
19
年
度

中
に
復
旧
す
る
ほ
か
、
救
急

隊
を
現
在
の
63
隊
か
ら
69
隊

に
増
や
す
こ
と
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
と
報
告
。
一
方
、

災
害
時
に
は
避
難
所
と
な
る

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
、
各
行
政
区
で
中
学

校
１
校
に
す
ぎ
な
い
と
し
ま

し
た
。

　

吉
村
洋
文
市
長
は
「
子
ど

も
の
教
育
・
医
療　

無
償
都

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
住
吉

市
民
病
院
跡
地
に
造
る
新
病

院
は
、
小
児
科
も
産
科
も
病

床
ゼ
ロ
の
計
画
で
、
病
院
廃

止
条
例
が
可
決
さ
れ
た
当
時

の
付
帯
決
議
に
も
反
す
る
。

市
議
会
で
も
さ
ら
に
追
及
し

て
ほ
し
い
」（
保
険
医
協

会
）、「
東
日
本
大
震
災
で
咲

洲
庁
舎
に
大
き
な
被
害
が
出

た
が
、
大
阪
メ
ト
ロ
は
夢
洲

に
高
層
ビ
ル
を
建
て
る
と
い

う
。
と
ん
で
も
な
い
こ
と

だ
」（
年
金
者
組
合
）な
ど
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
島
区
の
山
田
み
の
り
候

補
や
、
西
区
の
か
わ
さ
き
洋

子
候
補
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
で
人
口
が
急
増
し
、
小
学

校
の
過
密
化
や
保
育
所
不
足

が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
現
状

を
報
告
。
港
区
の
吉
川
れ
い

子
候
補
は
、
住
民
運
動
と
共

産
党
大
阪
市
議
団
が
連
携
し

た
９
年
が
か
り
の
取
り
組
み

で
、
大
阪
港
駅
に
２
基
目
の

エ
レ
ベ
ー
タ
が
昨
年
８
月
に

設
置
さ
れ
た
と
し
、「
今
度

は
地
元
で
の
党
議
席
を
勝
ち

取
り
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

協
の
議
論
で
、「
特
別
区
」

は
半
人
前
の
自
治
体
で
あ

り
、
庁
舎
整
備
な
ど
で
莫
大

な
コ
ス
ト
が
か
か
る
な
ど

「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と

強
調
。「
住
民
投
票
実
施
を

絶
対
に
許
さ
な
い
た
め
に

も
、
統
一
地
方
選
で
の
日
本

共
産
党
の
躍
進
が
必
要
。
皆

さ
ん
と
と
も
に
全
力
を
挙
げ

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

カ
ジ
ノ
万
博
へ

動
き
が
始
ま
る

　

予
算
案
に
つ
い
て
山
中
氏

は
、
２
０
２
５
年
の
大
阪
万

博
と
カ
ジ
ノ
誘
致
に
向
け
た

動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
と
指

摘
。
万
博
の
開
催
予
定
地
で

カ
ジ
ノ
誘
致
が
狙
わ
れ
る
大

阪
湾
の
埋
め
立
て
地
・
夢
洲

カ
ジ
ノ
頼
み
で
夢
洲
で
の
超

高
層
駅
ビ
ル
な
ど
に
１
５
０

０
億
円
を
投
資
す
る
計
画
を

出
し
て
い
る
と
し
、「
民
営

化
の
正
体
が
浮
き
彫
り
だ
。

公
共
交
通
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
べ
き
」
と
述
べ
ま
し

た
。維

新
政
治
倒
し

新
し
い
大
阪
を

　

最
後
に
山
中
氏
は
、
建
設

局
で
の
談
合
や
水
道
局
の
不

正
工
事
な
ど
不
祥
事
が
相
次

ぎ
、
市
職
員
は
仕
事
が
増
え

る
が
人
は
減
り
、
現
場
か
ら

声
を
上
げ
ら
れ
な
い
実
態
が

あ
る
と
指
摘
。
吉
村
市
長
が

「
都
」
構
想
を
め
ぐ
る
政
争

に
明
け
暮
れ
、「
出
直
し
ダ

ブ
ル
選
」
で
知
事
と
の
交
代

ま
で
口
に
し
て
い
る
こ
と
に

心
あ
る
職
員
か
ら
怒
り
や
憤

り
の
声
が
出
て
い
る
と
し
、

「
公
務
労
働
者
が
働
く
喜

び
、
や
り
が
い
、
気
概
を
奪

わ
れ
て
い
る
下
で
、
市
民
の

幸
せ
は
あ
り
得
な
い
。
力
を

振
り
絞
っ
て
維
新
政
治
を
倒

し
、
新
し
い
大
阪
を
築
き
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し

市
大
阪
」
を
看
板
に
し
て
い

る
が
、
テ
ス
ト
結
果
を
校
長

の
人
事
評
価
に
反
映
さ
せ
る

ほ
か
、
府
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

テ
ス
ト
」
で
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
中
学
１
年
生
の
理
科

と
社
会
に
つ
い
て
市
独
自
の

テ
ス
ト
を
導
入
す
る
こ
と

や
、
生
野
区
で
の
学
校
統
廃

合
や
市
立
高
校
の
統
廃
合
な

ど
、
教
育
破
壊
を
批
判
し
ま

し
た
。

命と暮らし守る政治へ
維新政治の転換を

日
本
共
産
党
大
阪
市
議
会
議
員
団（
瀬
戸
一
正
団
長
）が
２
月
20
日
、
大
阪
市
役
所

内
で
予
算
議
会
懇
談
会
を
開
き
、
労
組
や
市
民
団
体
の
代
表
、
４
月
の
大
阪
市
議

選
の
候
補
者
ら
61
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

共
産
党
大
阪
市
議
団
が
懇
談
会

日本共産党大阪市議団が開いた懇談会
＝２月20日、大阪市役所内

カ
ジ
ノ･

「
都
」構
想
に
ス
ト
ッ
プ
を

shikai
テキストボックス
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